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１ 学校が抱える課題（北総の課題＝成田市）

１ ベテラン層の退職に伴う教育力の低下

年齢構成上、中堅層（４０代から４０代後半）が少ない

若手層をスピード感を持って育成する必要（数年必要）

産・育休取得者数の加速度的な上昇に伴う代替講師の配置が困難

現場の急激な若返りを防ぐための６０代の雇用確保

２

３

４

５

県教育庁教育振興部教職員課 「公立学校管理運営研修会報告書」より（R３年）

成田市内では、学校管理職（教頭）が担任する学校が増加 ２



１ 学校が抱える課題（千葉県教員の年齢分布）

２０代

６０代

３

男性男性 女性 女性



１ 学校が抱える課題 ～多様、複雑、深刻化～

４



２ 解決の方向性

６０代の雇用確保

成田市で人材活用

５

校長等学校管理職経験者の確保

人材の市外への流失に歯止め



３ 先行事例

A市 学校管理職経験者数（校長）

６

令和６年度１２名 （令和５年度６名）

指導主事５名  ｽｸｰﾙｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ２名

適応指導教室相談員２名 教育DX専門官１名

社会教育指導員１名 家庭教育指導員１名

（今年度の内訳）



文部科学省「新しい時代の学びの環境整備事業」

NARITAみらいプランの実現に向けた

４ 成田市への導入案

７

社会環境が多様化、複雑化す

る中で、保護者や地域からの

過剰な苦情や不当な要求な

ど、学校だけでは解決が難し

い事案について学校運営上

の大きな課題との認識が強

まっており、経験豊かな学校

管理職ＯＢ等の活用も含め、

様々な専門家と連携した行

政による支援が必要。



NARITAみらいプランの実現に向けた

４ 成田市への導入案

８

成田市学校問題解決支援チーム内に

『学校問題解決支援専門官』
を配置

学校に対する巡回支援だけでなく、必要に応じて
保護者等に直接はたらきかけ問題の解決にあたる

学校管理職
経験者の活用



「NARITAみらいプラン」（第３期基本計画）
施策3-1-１「成田の未来をつくる教育を推進する」

現状と課題
未来をつくる子どもたちの生きる力を育む取り
組みを行っている。一層社会の変化に対応した
学校環境づくりが必要

４年後の
目指す姿

これからの社会を生きぬいていくために必要な子ど
もたちの「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな体」
が育まれている

行政の役割 安心できる教育環境の整備

本市の実態
学校に対する保護者や地域からの期待が高く、
多忙化を極める学校の支援が必要

学校問題解決支援専門官
・学校管理職経験者の活用で学校運営能力を向上

・高いスキルを持った人材を活用することで、教育 

 力の低下に歯止めをかける。

〇役職定年後の採用で人件費を抑えることが期待される

・会計年度任用職員としての採用

・任期付き職員としての採用

・学務課、教育指導課等で人材活用することが

考えられる

NARITAみらいプランの実現に向けた

４ 成田市への導入案

９
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